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はじめに
　本稿はベンガル人によって書かれた東ベンガル地域の地方史を簡単に紹介するものであるが、
この地で地方調査が行われるようになってから今日までの約200年間の東ベンガル地域は、イギ
リス支配下の約140年、パキスタンの一部である東パキスタン時代が約25年、バングラデシュ
独立から30年余という激動の時代であり、そうした中で出されてきた地方史も共通の歴史認識
が継承されにくい状況を生み出してきた。そこでこれら資料の位置づけを見るために、地誌、地
籍調査書をふくめた地方史に関係する書誌を作成した
1
。なお県名をはじめとする地方名、人名
は異なる支配言語で表わされてきたので表記は一定でない。
1. 　Gazetteerの計画は1807年にDr. Francis Buchananの主導のもとにまずRangpur と
Dinajpur の報告書が出された。ベンガル地方はその大部分が沖積平野にあり、大河川
による不断の土地の浸食と堆積が続いているほか、自然の脅威を受けやすい開発困難地
帯をかかえており、境界争い、土地の占有をめぐる争いは絶え間なかった。ムガル政府
に代わりこの地域を支配するようになったイギリス東インド会社は在地のより安定した
支配のための法整備にあたり、多くの地方調査を実施し、別表にみるように各地の自然
と社会環境調査の成果であるgazetteerを出した。やがてこの地がパキスタンの一部と
して分離独立後、インド側のWest Bengal gazetteerの計画に対し、東パキスタン政府
でもgazetteerの計画がなされたが、発行途中でさらに分離独立し、新生バングラデシュ
政府に引き継がれて今日に至っている。
2. 　Settlement operation reportは、土地の所有関係を明確にするための地権登記や、境
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界設定のための公権力による測量と地籍図の作成に多くの現地役人を投入して行った報
告であり、ベンガル人による自発的な地方史創出の背景を考える場合、これら調査活
動の影響を抜きに考えることはできない。特に測量と製図の技術の発展の影響は大きく、
それからほどなく出された地方史のなかにはベンガル人による上質な製図を付したもの
が見られる。
3. 　1、2が政府主導によるものに対し、個人により自発的に書かれるようになった地方
史については、英領時代のベンガル人の地方史の書き手の多くがヒンドゥであったこと
は、当時のヒンドゥ・ナショナリズムのたかまりのほか、settlement operation などの
調査活動に関わる多くがヒンドゥであったことも関連しているといえよう。インド・パ
キスタン分離独立前後は政治・経済的不安定などから地方史そのものも空白期となる。
パキスタン国家誕生以降ムスリムが主たる担い手の時代、その内容もイスラム中心とい
う時代を経、バングラデシュ独立後は経済調査が優先されてその内容はかなり簡易なも
のとなったが、最近の新たな印刷技術の進展により地方史の出版が身近なものとなった
ばかりでなく、世界遺産認定の後押しなどもあって他宗教文化も含めた多面的な研究が
期待される状況となってきた。以下、筆者の関心にそって地方史の4点を紹介する。
　（ ）内はBibliographyのうちLocal Historyのリスト番号。
1.（L-11）（L-37） J. N. Gupta : Bikrampurer itihās.（『ビクロンプルの歴史』）
　ベンガル語による地方史の早い時期にあたるこの書の初版は著者がまだ20代の時のもので
ある。幼いときから父母の口をとおして聞かされたセーナ王家があったというRāmpālaの栄華、
ムガルと戦ったケダル・ラエなど在地領主の戦い……かつてその土地の歴史は物語詩のかたちで
口承されてきたが、ここではこうした前近代の詩歌を随所に紹介する一方、精密で美しい製図法
による屋敷図や建築の図が挿入され、さらに同時代の郷土の偉人紹介に多くの頁が割かれている。
まさに初期の地方史といったおもむきで、カルカッタで出版された当時の印刷、製図の水準の高
さをうかがわせるものである。この地はポルトガル人João de BarrosのDa Asia（1615）に付され
た1553年作成という地図
2
にはBicaramと表記され、この当時はダッカ南部からベンガル湾ま
で延びていたことがわかる。他の同時代の書にもこの周辺のSripur, Sundvipとともに記録され
ている。今は雅名として使われ、自分はビクロンプルの出身だと言う言葉の端に、英領期のカル
カッタで活躍した著名な学者、政治家のうち、この地の出身者が多かったことを誇りにしている
ことがうかがえる。（37）はちょうど30年のちに再び世に問うた改訂版である。土地記録局長の
助手をしていた友人からF.D.Ascoliのsettlement reportなどを手に入れ、苦労してRāmpālaの発
掘を行ったが、初版執筆時に助言を与えてくれた人たちの多くが鬼籍に入ったばかりでなく、か
つて調査した村々のうちのいくつもが水没してしまっていたという。この地の中心地Bhāgyakul
はこの当時もまだジュート景気などで富裕な商人、地主層の屋敷が周囲に点在していた。彼ら
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がもう少しこうした活動に助力してくれれば、と記しているが、それから二度の分離独立を経て、
こうした屋敷や館が現在無惨な廃墟と化してしまったのをもし見ることがあったなら、おそらく
言葉を失ってしまったであろう。初版　pp. xviii+412、改訂版　vol.1 : pp.xix+370.
2．（L-26）R. Cakrabartī & A. Dās: Sandvīper itihās. （『ションディプ島の歴史』）
　16世紀の大航海時代の記録にこの島はしばしば登場する。嵐でこの島に漂着したヴェネチア
人Caesar Frederike は織師がたくさんいるこの島をもっとも肥沃な島であると記し（1569）
3
たよ
うに、かつてこの地の富を目当てに荒稼ぎをしに多くの人がやってきた。大航海時代にはガンジ
ス河口に通じるその戦略上の重要性から、ムガルや在地領主層、アラカン、ポルトガル、そして
オランダも介入して争奪戦を繰り広げたこの島は、今はかつてとはまったく異なった姿になって
しまっている。古くはとなりのハティア島との間に流れるハティア川はもっと細く、干潮には徒
歩で、満潮には泳いで往来したというが、その川が広がり、その周辺にあった多くの村や人跡は
川の底、というより今やベンガル湾に沈んでいる。同じくバムニ島との間のバムニ川もひろがり、
のちにバムニ島は分散した。しかしどちらもその周辺に境界としてのnadī（川）の名が残っている。
それに対しチッタゴンがあるベンガル湾東岸とションディプ島の間がもっと広かったであろう
ことは、Sandvip Praālī（channel）という名からも察せられる。先述のDa Asiaの地図（1553）、こ
の書に付されているRennellの地図（1778）（A図）、同じくこの書にあるDasの地図（1920年頃）（B図）、
A図　J. Rennell : A Bengal atlas, 1781の Rennellの 1インチ 10マイル地図『ションディプ島の歴史』より
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そして現在の地図を見るとその変化に驚かされる。現在はションディプ島はチッタゴン県に入っ
ている。大河によってこれだけ揺すられたのだから、人の生活のありようが変わってしまうのは
当然だが、なかでもこの地とチッタゴンで塩の交易を行い、アッサムや南ビルマに進出して布
教活動にも一定の成果をあげたポルトガルの遺跡は、この島がキリシタン虐殺の島となって以降、
まったく失われてしまった。しかもこの書が出された頃はイギリスのチェシャーから塩が輸入さ
れ、人びとの怨嗟の的になっていた。一方でこの地ではプンナルという胡桐の木がよく育ち、そ
の種子から採れる油脂はかつて島では灯火用油に使われていたが、のちに石けんを作るのにダッ
カへ出されるようになったなど、依然ダッカとの往来が盛んで、言語学的にもこの周辺地よりも
ダッカ方言との共通性が見られたという。類書が見られないだけに貴重である。pp.x+227
B図　K. Dasによる 1インチ 3マイルの地図『ションディプ島の歴史』より
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3．（L-27）S.C. Mitra: Yaśohār-Khulnār itihās.（『ジョショール・クルナの歴史』）
　著者はその序文のなかで、Bakerganjの調査をしたH. Biveridgeが「できることなら在地の人
が足で集めた地方史を書くのがのぞましい」と記していたことを挙げ、クルナ生まれの自分がこ
の周辺の地方史を書こうと決意したという。カルカッタにいながら地方のことを書く当時の風潮
への反発もあった著者の夢のなかにサラスワティ女神が現れ、「目覚めよ、さあ、情念の発露は
もうやめよう、ジョショール・クルナの歴史を書き、その名を不朽にせよ」と鼓舞したと記して
いる。これ自体かなり情念的で、文中にも語り口調のこうした表現が見られることがあるが、実
際足で調べ上げたこの書は版を重ね、彼の名を世に知らしめた。地図を見ながら読むと、あらた
めてこの地の地名に人名など所有地名が多いことを知り、歴史空間との一体化という地方史の魅
力を知ることができる。ムガル軍と在地領主プロタパディットの軍の戦いは、他書同様、その詳
細な記述はMīrzā NathanのBahāristān-i Ghaibī（1623）に多くを依っているが、ムガル軍の進入
路や船着場を詳細に図におとすなど現場主義が貫かれている。たとえばDudhliという船着き場
はポルトガル人監督の名前（Frederick Dudley）からきているが、そこには司令官のポルトガル人傭
兵と火砲を扱う隷属のキリスト教徒達のほか、ドックの差配をしているカジャ・アッバスという
アラブ系と思われる水夫がいた。ヒンドゥ領主であった彼の軍は出身地や宗教によって異なる技
量をもつ者達をうまく組み合わせた混成部隊だった。しかし水路が網の目のように張り巡らされ
たこの地は細い浅瀬が無数にあり、プロタパディットの誇る大きな船がうまく機能せず、海戦に
弱いとされるムガル騎馬兵に有利に働いたとされている。今この周辺は世界自然遺産に認定され
た大マングローブ林の入り口となった。
　対象がジョショール、クルナ両県に渡っているのは、文化史として両地域の一体性を重視し
たからであるという。詳しい索引付きなので部分読みもできる。Vol.1 : pp.xxxi+495. Vil.2 : 
pp.xxxii+963.
4．（L-85）S.B. Qanungo: A history of Chittagong. Vol.1.（『チッタゴンの歴史』）
　ベンガル語の『チッタゴンの歴史』もあるが、以下の理由で、英文でムガル時代までを扱った
この書を選んだ。この地で繰り広げられたアラカン、トリプラ、ベンガル政権の覇権争いにポル
トガルが介入するなど、さまざまな民族の痕跡を残しているこの地域の歴史を多面的に扱うとす
れば、英文のほうがわかりやすい。しかもかつてチッタゴン、チッタゴン丘陵、南ベンガルまで
勢力を拡大したアラカンについてくわしく扱ったこの書により、チッタゴン＝Tset-ta-gaung（征
服の限界）をはじめ、この地域の地名にアラカン由来のものが多いという説は説得力ある。その言
語環境の複雑さからチッタゴンの地方史を書くのは容易ではなく、それだけに手がつけられてい
ないところが多いようだ。アウグスチノ会のポルトガル人宣教師Sebastião Manriqueの書
4
によ
れば、当時のこのアラカン占領地に来たポルトガル人傭兵はチャクラサラに土地を与えられ、そ
こを自治領としていた。この地に赴いた彼は、当時ポルトガル海賊が下ベンガルから拉致して
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来るベンガル農民に対し改宗活動を行ったと記している。著者は拉致された人はムスリムが多
く、コラと呼ばれた彼らの住んでいた地名はコラがつき、今でもこうした地名が残っていると
ころがあるとするほか、ポルトガル人居住地をいくつか比定している。またManriqueはアラカ
ン国でレオン殿（Leon Donno）と呼ばれていた日本人キリシタン武将に会っているし、イエズス会
神父Anthony Farinhaも1639（?）年の報告で3つのBandel（居留区）、すなわちポルトガル人居留
区、ほかのオランダ、イギリス、フランス人の西欧人居留区、そしてかなりの数の日本人が住ん
でいた居留区があったことを報告している
5
。彼らはキリシタンで、アラカンの傭兵とその家族
であったらしい。チッタゴン地方にその名残はないのだろうか。著者は当時「ベンガラ」と記さ
れた交易都市はチッタゴン市に近いディアングであるとしているのでその可能性はありそうだが。
　Kanungoparaという地名に住むこの著者の叔父も著名な歴史学者だった。kanungoはムガル時
代の徴税業務に関わった郡書記職で在地の事情や記録文書に明るかったから、彼は地方史を書く
にふさわしい環境から出た歴史家といえるだろう。本書にタイプミスの多いこと（ただし正誤表つき）、
地図の粗いのが惜しまれる。pp.xviii+670.
おわりに
　地方史はその土地への強い帰属意識から生まれる。しかし大河川という天然の要害をもつこの
地は人の移動がはげしく、その所有をめぐってさまざまな軋轢が生じた。土地の歴史が謡い語ら
れ、やがて忘れられていったのは、自然の摂理にかなっていたと言えよう。近代以降はこうした
口承の歴史そのものを書きとどめ、特定の土地に刻印する努力が行われてきたが、人が移り、土
地をめぐる自然環境も変わってゆくとき、それらの記録をいかに未来につなげるかは今後の課題
であろう。
付記　本稿で紹介した図書には、COE事業以外で収集されたものも含んでいる。
注 
1 Bibliographyの確認、統一などについてはかなりの時間を要するため、不十分ながら参考とし
て掲げた。地方史については、その土地の歴史という観点から取ったので、系譜のみのもの、
伝記、歌謡集などは省き、刊年のわかるもののみとりあげた。Settlement Reportsについては
谷口晉吉一橋大学教授のご協力、ご教示をいただいた。
2 Da Asia de João de Barros e de Diogo de Couto.  Nova ed., Vol.4.pt.2, Lisboa, 1777.
3 Samuel Purchas: Purchas his pilgrims; containing a history of the world in sea voyages and 
lande travels by Englishmen and others. Vol.10: Extracts of Master Caesar Frederike his 
eighteene yeeres Indian observations, Glasgow, 1905.
4 Sebastião Manrique: Travels of Fray Sebastien Manrique, 1629-1643, Tr. of the Itinerario de 
las Missiones Orientales, by C. E. Luard. Vol.1, Oxford, 1927.
5 同上書p.128注
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